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は，明 治 期 以
降，形作られて
きたこと（文化
遺産の保存活用
の役割）。
○北海道地方の地域的特
色を理解した上で，関係
する現代の地域課題
（例：産業構造の問題，
エネルギー問題など），
その解決に向けた自分の
考えを示すことができ
る。
【学習課題／歴史的背景】
なぜ，サッポロビールは，明治期に札幌の
地で誕生したのだろうか？
3）授業評価
●北海道地方の地域的特色が，開拓政策，自然環境の適
性と産業立地，他地域との交流といった関係性により
形成されてきたことを理解できる【知識の習得】。
●北海道地方は，明治期以降，開拓政策によって，外国
の技術を用い，地理的環境に応じた産業立地を目指し
たことを発問や諸資料の活用によって，思考判断でき
る【思考力・判断力・表現力等の育成／技能の習得】。
●学習成果をふまえ，現代の地域問題への気付きや問題
解決に向けた自分の考えを示すことができる【学びに
向かう力の涵養】。
○世界遺産教育の視点
旧札幌麦酒醸造所の保存活用の役割
○ESDの視点
文化遺産の活用を通じた現代的意義の認識
現代の地域問題の認識
問題解決に向けた自分の考えの表現
○地歴融合の視点
【地理】空間軸（北海道）と時間軸（明治期～現在）
【歴史】文化遺産の教材活用の関係性
Ⅴ．おわりに
本稿では，中学校社会科地理における文化遺産を活用
した授業開発を行った。その過程では，ESDや世界遺
図3 サッポロファクトリー（旧札幌麦酒醸造所）の様子
（2014年8月撮影）
図4 旧札幌（開拓使）麦酒醸造所見学館の様子
（2014年8月撮影）
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産教育の概念，地歴融合の視点を関連させた。授業開発
のねらいは，北海道地方の地域的特色について文化遺産
を活用（文化の歴史的背景）しながら，関連事象とのつ
ながりを考え，理解させようとするものであった。加え
て，文化遺産の活用を通じて，世界遺産教育，ESD，地
歴融合，との関係を考え，発展学習につなげようという
意図もあった。
今後の課題として，世界遺産教育，ESD，地歴融合と
の関係によるつながりをもう少し具体化していきたい。
とりわけ，ESDは，2014年末に一つの区切りとしてま
とめを行い，取り組み成果と課題が整理された。これら
の課題を確認しながら，本稿の内容を再検討し，修正・
改善を引き続き行いたい。
付記
本研究の一部において，北方圏学術情報センターによ
る研究助成を受けた。
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